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●
国
民
健
康
診
療
所
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
　

医
師
の
診
療
体
制
見
直
し
に
伴
い
、
診
療
時
間
が
変
更
と
な
る

こ
と
か
ら
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

　
　

午
後
の
休
診
日
を
水
・
土
曜
日
か
ら
、
金
・
土
曜
日
に
変
更
す

る
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決　

全
会
一
致

●
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
は
地
方
交
付
税
・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
追
加

　
　

歳
出
は
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
実
行
委
員
会
補
助
金
に
１
０
０
万
円

の
追
加
。
商
工
費
・
教
育
費
に
76
万
円
の
追
加
等

●
歌
舞
伎
文
化
公
園
管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

文
化
資
料
館
修
繕
費
に
56
万
円
追
加

　●
保
育
所
新
園
舎
建
築
外
構
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

平
成
29
年
７
月
19
日
に
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

 

㈱
興
龍
社
㈱
ゼ
ロ
共
同
企
業
体
と
５
億
５
４
９
０
万
４
千
円
で
請
負

契
約
締
結  

 
 

 

　
　

可
決　

全
会
一
致

　

■
条
例
の
改
正

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　

条
例
中
改
正

　
　

鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
の
報
酬
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

●
社
会
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
中
改
正

　
　

峡
南
地
域
新
設
高
校
整
備
に
伴
い
町
民
市
川
大
門
体
育
館
、
市

川
大
門
町
民
会
館
（
中
央
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
及
び

町
立
図
書
館
に
つ
い
て
、
公
の
施
設
と
し
て
の
使
用
を
廃
止
す
る

た
め
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
を
行
う
も
の

条例の改正２件条例の改正２件
平成 29 年度 一般会計補正予算一般会計補正予算（万円未満は四捨五入）

収入支出の補正額は

補正額　　 2億7787万円
総　額　101億2083万円

地方交付税 1 億 2037 万円
国庫支出金 　   　69 万円
県支出金 322 万円
繰入金 142 万円
諸収入 25 万円
町　債（借入金） 1 億 5193 万円

収
入
の
お
も
な
内
訳

農林水産業費
林地台帳整備委託料 434 万円
鴨狩地内土留工事費 180 万円
やまなし産地パワーアップ事業補助金 217 万円
町単農道水路改修工事費追加 580 万円

商工費
温泉事業特別会計操出金追加 189 万円
歌舞伎文化公園管理特別会計繰出金追加 
 89 万円

消防費
防災備蓄倉庫設置工事費追加 911 万円
防災備蓄倉庫新設開発申請業務委託料
 151 万円

 総務費
ふるさと納税支援サービス業務委託料追加
 310 万円
六郷町民会館修繕費追加 127 万円

民生費
国民健康保険特別会計繰出金追加 2457 万円
国民年金システム改修委託料 34 万円

土木費
町道維持修繕工事費追加 800 万円
新宇野尾トンネル照明取替工事負担金 70 万円

教育費
（仮称）生涯学習センター・町立図書館
　　町民体育館実施設計業務委託料
 1 億 3013 万円
上野スポーツ広場テニスコート改修工事費
 2030 万円

支出のおもな内訳

いちかわみさと議会だより3
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町税
17億4607万円

16.6％

町税
17億 4607万円

16.6％

地方交付税
39億5327万円

37.7％

地方交付税
39億5327万円

37.7％

民生費
25億 4964万円

26.1％

民生費
25億 4964万円

26.1％

総務費
12億 4118万円

12.7％

総務費
12億 4118万円

12.7％

土木費
13億 355万円

13.4％

土木費
13億 355万円

13.4％

衛生費
11億 9204万円

12.2％

衛生費
11億 9204万円

12.2％

公債費
10億 464万円

10.3％

公債費
10億 464万円

10.3％

教育費
10億 2664万円

10.5％

教育費
10億 2664万円

10.5％

農林水産業費　３億5205万円　3.6％農林水産業費　３億5205万円　3.6％

商工費　1億7077万円　1.7％商工費　1億7077万円　1.7％

議会費　7715万円　0.8％議会費　7715万円　0.8％ その他　7億6269万円　7.8％その他　7億6269万円　7.8％

国･県支出金
11億 4931万円

10.9％

国･県支出金
11億 4931万円

10.9％

町債
13億 4189万円

12.8％

町債
13億 4189万円

12.8％

その他　1億3574万円　1.2％
交付金　2億8225万円　2.7％

繰越金
11億 1061万円

10.6％

分担金・負担金など
7億7961万円

7.5％

自主財源
34.7％

依存財源
65.3％

自主財源
34.7％

依存財源
65.3％

歳入　104億9875万円

歳出　97億6294万円

歳入総額 167億5894万円
歳出総額 157億5628万円
差 引 額　10億　266万円

平成28年度決算の主な内容
　一般会計の歳出決算は 97 億 6294 万円、特別会
計の歳出決算は 59 億 9334 万円。一般会計・特別
会計の合計は157億 5628万円となりました。
　歳入決算は167 億5894 万円で、10 億 266 万円
歳出決算を上回りました。

　また、課題となっている町税などの収入未済額は、
平成 28 年度は 1 億円を割込み、欠損額は平成 27 年
度と比較して1267万円増加しました。
　滞納繰越分は 2801 万円納入され、徴収率は、平
成 27 年度と比較して、0.36 ポイント上昇し
94.24％でした。

消防費　8259万円　0.9％消防費　8259万円　0.9％

認 定
 一 般 会 計

いちかわみさと議会だより５

決 算平成28 年度

国民健康保険特別会計 23億2162万円 21億9887万円
国保直営診療施設勘定 6117万円 5853万円
介護保険特別会計 21億4932万円 20億6568万円
介護サービス事業 610万円 606万円
訪問看護ステーション 3008万円 2921万円
簡易水道特別会計 3億7047万円 3億5014万円
公共下水道事業 9億6014万円 9億3763万円
農業集落排水事業 3382万円 3230万円
戸別浄化槽整備推進事業 789万円 736万円
温泉事業特別会計 6842万円 6759万円
歌舞伎文化公園管理会計 3487万円 3258万円
後期高齢者医療特別会計 2億 771万円 2億 723万円
財産区他4会計 858万円 16万円
    合　　　　　　計 62億6019万円 59億9334万円

会　　計　　名　　  歳 入 総 額　     歳 出 総 額
平成28年度 特別会計決算（16会計）万円未満は四捨五入

公　債　費
61,752円

●借りたお金を返すための
　費用

土　木　費
80,125円

●道路の新設改修
●河川の整備
●町営住宅の管理など

商　工　費
10,497円

●商工振興など

教　育　費
63,104円

●小中学校の教育環境の
　整備
●生涯学習施設整備など

衛　生　費
73,271円

●健康予防や
　子育て支援など

議　会　費
4,742円

●議会運営経費など

消　防　費
5,076円

●消防施設整備など

そ　の　他
46,880円

●諸支出金など

総　務　費
76,291円

●交通・防災の安全対策
●広報活動
●庁舎の管理など

民　生　費
156,718円

●老人福祉
●児童福祉
●障害者福祉など

農林水産費
21,639円

●農業や林業の振興と整備
　など

町民一人あたりに
使われたお金

600,095円
（16,269人 ３月末現在）

実 質 赤 字 比 率 － 14.48％

連結実質赤字比率 － 19.48％

実質公債費比率   7.0 25.0  ％

将 来 負 担 比 率 101.7  350.0％

28年度 早　　　期
健全化基準

平成28年度決算に基づく
　 健　全　化　指　標

※実質赤字比率、連結実質赤字比率につい
　ては、赤字が生じないため「－」で表記
※実質公債比率とは　公債費 (借金返済費 )
　を含む返済金合計が、どれだけ財政に負
　担をかけているかを表す指標。
※将来負担比率とは、町が将来支払う可能
　性がある負担合計が一般会計に占める比
　率。



報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します

　
　

企　

画　

費

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
１
基
を
追
加
す

る
と
あ
る
が
。

一
瀬
企
画
課
長　

旧
市
川
大
門
町

の
花
火
を
あ
し
ら
っ
た
、
下
水
道

の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
で
あ
る
。

問　

今
年
の
返
礼
品
に
、
神
明
の

花
火
の
打
ち
上
げ
企
画
が
あ
っ
た

が
、
応
募
者
は
あ
っ
た
の
か
。

企
画
課
長　

実
施
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
安
価
な
金
額
で
の
要
望

も
あ
っ
た
の
で
、
実
行
委
員
会
で

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

消　

防　

費

問　

通
常
備
蓄
倉
庫
に
は
、
な
に

が
備
蓄
さ
れ
、
町
内
に
何
ヵ
所
あ

る
の
か
。

立
川
防
災
課
長　

現
在
32
ヵ
所
あ

り
、
備
蓄
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ

米
７
万
食
、
２
ℓ
の
水
２
万
４
千

本
、
紙
お
む
つ
、
簡
易
ト
イ
レ
、

そ
の
他
防
災
資
機
材
で
あ
る
。

問　

委
託
料
の
繰
越
金
の
内
容
は
。

防
災
課
長　

第
11
分
団
楠
甫
地
区

の
詰
所
の
用
地
未
定
の
た
め
。

　
　

公
民
館
管
理
費

問　

市
川
大
門
中
地
区
公
民
館
建

物
調
査
業
務
委
託
料
が
追
加
さ
れ

た
が
、
今
後
の
計
画
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

公
民
館
、

御
陣
屋
を
含
め
た
一
体
的
な
整
備

を
計
画
し
て
い
く
。

問　

八
乙
女
自
治
公
民
館
の
建
設

場
所
は
、
旧
市
川
中
学
校
体
育
館

跡
地
で
あ
る
が
、
職
員
の
駐
車
場

の
確
保
は
。

石
原
総
務
課
長　

１
０
０
台
程
度

駐
車
出
来
る
場
所
を
、
借
地
出
来

る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

八
乙
女
自
治
公
民
館
の
規

模
は
。

丹
沢
施
設
建
設
課
長　

木
造
平
屋

２
０
０
㎡
未
満
で
駐
車
場
を
整
備

し
、
完
成
は
30
年
度
中
を
計
画
し

て
い
る
。

　
　

体
育
施
設
管
理
費

問　

上
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　

全
天
候
型
の
人

工
芝
で
今
年
度
完
成
す
る
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費

問　

新
し
い
児
童
館
が
で
き
る

ま
で
の
八
幡
集
会
所
の
借
入
期

間
は
。

渡
辺
い
き
い
き
健
康
課
長　

12
月

１
日
か
ら
翌
年
１
月
末
ま
で
で
あ

る
。

　

保
育
所
費

問　

新
園
舎
は
30
年
８
月
開
園
予

定
だ
が
４
月
に
入
園
し
た
園
児

が
、
８
月
に
新
園
舎
に
移
る
こ
と

は
負
担
が
か
か
る
。
富
士
見
保
育

所
と
の
統
合
は
、
翌
年
４
月
１
日

と
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

保
護
者
会
の
中
で
も
意
見

が
分
か
れ
て
い
る
、
今
後
関
係
者

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

保
険
税
で
出
納
閉
鎖
後
の
入

金
額
は
。

芦
沢
税
務
課
長　

５
７
１
万
８
５

１
６
円
で
あ
る
。

問　
＊
不
納
欠
損
の
内
容
は
。

税
務
課
長　

居
住
不
明
19
件
、
国

外
移
住
１
件
、
県
外
転
出
２
件
、

財
産
な
し
４
件
、
死
亡
相
続
放
棄

27
件
、
廃
業
７
件
、
生
活
保
護
７

件
、
そ
の
他
９
件
、
合
計
76
件
で

あ
る
。

総 

務 

教 

育

開催日
9/4

厚 

生 

常 

任

開催日
9/7
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＊
不
納
欠
損

　
　

歳
入
す
る
も
の
と
し
て
決

定
し
て
い
た
金
額
を
消
滅
さ

せ
る
こ
と
。

いちかわみさと議会だより7

問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の

構
成
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

町
の
被
害
防
止

計
画
に
基
づ
き
、
猟
友
会
の
会
員

な
ど
、
三
珠
16
名
、
市
川
24
名
、

六
郷
10
名
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
土
木
費

問　

工
事
請
負
費
追
加
の
内
容

は
。

問容
は
。

農
林
課
長

こ
と
と
な
る
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の

構
成
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

町
の
被
害
防
止

計
画
に
基
づ
き
、
猟
友
会
の
会
員

な
ど
、
三
珠
16
名
、
市
川
24
名
、

六
郷
10
名
を
予
定
し
て
い
る
。

農
業
土
木
費

問　

工
事
請
負
費
追
加
の
内
容

は
。

塩
沢
土
木
整
備
課
長

地
区
要
望
で
の
、
緊
急
性
に
対
応

す
る
た
め
で
あ
る
。

林
業
振
興
費

問　

林
地
台
帳
整
備
委
託
料
の
内

容
は
。

農
林
課
長　

三
珠
地
区
で
あ
り
、

今
回
で
町
内
全
域
が
整
備
で
き
る

こ
と
と
な
る
。

観
光
費

問　

報
酬
費
で
花
火
評
論
家
の
招

致
謝
礼
等
が
計
上
さ
れ
た
が
、
そ

の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

林
商
工
観
光
課
長　

２
名
の
評
論

家
を
お
願
い
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
神
明
の
花

火
の
写
真
を
載
せ
て
宣
伝
し
て
頂

い
た
。

観
光
費

問　

報
酬
費
で
花
火
評
論
家
の
招

致
謝
礼
等
が
計
上
さ
れ
た
が
、
そ

の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

林
商
工
観
光
課
長　

２
名
の
評
論

家
を
お
願
い
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
神
明
の
花

火
の
写
真
を
載
せ
て
宣
伝
し
て
頂

い
た
。

上
水
道
事
業

　

今
後
の
料
金
改
定
と
、
簡
易

水
道
、
上
水
道
料
金
統
一
に
つ
い

開
催
し
、
料
金
改
定
に
つ
い
て
検

討
し
、
統
一
に
つ
い
て
は
そ
の
後

土 

木 

環 

境

開催日
9/11

常 任 委 員 会常 任 委 員 会

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
で

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
歳
入
歳

出
に
２
千
万
円
を
追
加
し
、
歳
出

の
内
容
は
、
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ

る
高
規
格
救
急
車
に
、
高
度
救
急

資
材
や
無
線
機
を
設
置
す
る
艤
装

費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

（
報
告　

松
野
清
貴
）

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
２

件
、
認
定
１
件
で
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
平
成
29
年
度
補

正
予
算
第
１
号
の
支
出
で
は
７
４

０
万
９
千
円
を
増
額
。
病
棟
ベ
ッ

ド
等
の
更
新
に
よ
る
た
め
で
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
認
定
で
は
、

当
年
度
の
純
損
失
は
２
億
９
３
０

５
万
６
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。

（
報
告　

内
田
利
明
）

峡

南

行

政

組

合

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

第
１
回
臨
時
会　

８
月
２
日

第
２
回
臨
時
会　

８
月
25
日

組
合
議
会
の
報
告

組
合
議
会
の
報
告

き
るる



平成29年11月１日発行　第49号 ８

一
般
質
問

町政を問う町政を問う
■一瀨　正 議員
１　行政代執行による空き家の取り壊しができる条例の制定が必要と考えますが、
町の方針を伺います
２　住宅困窮者への町の援助策を伺います
３　農業委員会委員は選挙でなく、町長が選任するように制度が、平成３０年度
から変更されます。そういう中で、農業委員を選任する上で考慮してほしい点
について伺います
４　アスベストが使用された施設を利用してきた町民や関係企業で働いてきた人
たちの町による健康診断について伺います
５　商店リニュアル助成制度の創設について、町の方針を伺います
６　子どもの貧困問題に対する市川三郷町としての援助策と今後の改善について
伺います
７　介護保険料滞納者の実態と町の援助策について伺います

■髙尾　貫 議員
１　安全・安心なまちづくりに自主防災会の活性化を
２　町内設置カーブミラーの総点検を

■丹澤　孝 議員
１　町公共施設整備期間中における利用者対応等について
２　市川保育所園舎取り壊し対応について

■笠井雄一 議員
１　本町の職員採用試験について

■宮崎　博巳 議員
１　今後の公共交通の方向性について
２　（仮称）地場産業センターの新規開設を

平成 29年　第３回定例会　５人の議員が質問

問　

空
家
対
策
特
別
措
置
法
が

平
成

年
５
月
に
全
面
施
行
さ

れ
た
。
行
政
代
執
行
に
よ
る
空

き
家
の
取
り
壊
し
が
で
き
る
条

例
の
制
定
が
必
要
と
考
え
る

が
。

町
長　

現
在
実
施
中
の
空
き
家

実
態
調
査
が
完
了
後
、「
空
き

家
等
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
方
針
や
計
画
策
定
と
併
せ

て
今
後
「
空
き
家
対
策
条
例
」

を
検
討
し
、
今
後
の
重
要
な
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

住
宅
困
窮
者
に
対
し
て
公

共
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
空
き
家

の
紹
介
な
ど
町
の
援
助
策
が
必

要
と
考
え
る
が
。

町
長　

現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
の
紹
介
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
実
施
し

て
い
る
。
で
き
る
だ
け
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
の
送
付
時
な
ど
に
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
検

討
す
る
。

問　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
選

挙
で
は
な
く
町
長
が
選
任
と
制

度
が
変
更
と
な
る
。
選
任
に
つ

い
て
は
地
域
の
実
情
に
詳
し
い

地
域
の
農
業
委
員
が
必
要
と
考

え
る
が
。

町
長　

農
業
委
員
任
命
の
際
に

は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
認
可

業
務
の
申
請
案
件
数
や
農
地
面

積
、
農
業
者
人
口
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
実
情
等
も
十
分
考
慮
す

る
上
で
、
偏
っ
た
委
員
構
成
と

な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
考
慮
す

る
。

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ

て
い
た
施
設
を
利
用
し
て
き
た

町
民
や
関
係
企
業
で
働
い
て
き

た
人
た
ち
に
対
し
て
、
そ
れ
が

起
因
と
な
る
症
状
は
な
い
か
、

健
康
診
断
の
実
施
が
必
要
と
考

え
る
が
。

町
長　

町
の
住
民
検
診
で
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
専
門
の
検
診
で
は

な
い
が
、
希
望
者
で
35
才
以
上

の
人
は
、
肺
癌
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
、
40
才
以
上
の
喫
煙
者
に
は

喀
痰
検
査
、
65
才
以
上
の
人
は
、

結
核
検
診
と
し
て
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
人
に
住
民
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

本
町
の
個
人
経
営
者
数
は

減
少
し
て
い
る
。
商
店
に
元
気

を
、
町
が
応
援
す
る
商
店
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
の
創
設

を
考
え
て
は
。

町
長　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
今

後
幅
広
く
利
用
し
て
頂
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

子
ど
も
の
困
窮
問
題
に
対

し
て
、
制
度
の
充
実
を
は
じ
め
、

町
と
し
て
考
え
て
い
る
支
援
策

は
。

町
長　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

「
や
ま
な
し
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
」
に
も
示
さ
れ
て

い
る
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

入
学
準
備
金
の
支
給
を
３
月
に

早
め
る
等
対
応
を
と
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
関
係
課
間
の
綿

密
な
連
携
を
図
り
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中

で
、
高
齢
者
福
祉
を
充
実
さ
せ

る
き
め
細
か
い
施
策
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

地
域
内
で
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
を
効
率
よ
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
、
家
族
や
地
域

の
医
療
機
関
、
介
護
の
関
係
者

が
連
携
し
、
助
け
合
う
環
境
が

必
要
と
考
え
る
。
昨
年
度
「
市

川
三
郷
町
に
あ
っ
た
ら
い
い

な
！
を
作
る
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

一
般
質
問

一瀨　　正 議員

空き家の取り壊しができる条例の制定を

いちかわみさと議会だより９

――重要な課題として取り組んでいく――――重要な課題として取り組んでいく――



問　

自
主
防
災
組
織
カ
バ
ー
率

は
。

町
長　

町
内
全
域
で
結
成
さ

れ
、
１
０
０
％
と
考
え
る
。

問　

町
民
の
行
政
区
、
組
へ
の

加
入
率
は
。

町
長　

５
６
７
１
世
帯
、
98
・

43
％
で
あ
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
加
入
に

際
し
て
の
周
知
・
勧
誘
方
法
は
。

町
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
、
勧

誘
に
つ
い
て
も
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
。

問　

合
併
後
の
防
災
訓
練
の
参

加
率
は
。

町
長　

総
合
防
災
訓
練
後
の

「
災
害
時
情
報
収
集
シ
ー
ト
」

の
提
出
を
も
っ
て
実
績
と
位
置

づ
け
、
28
年
度
は
64
・
８
％
で

あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

の
あ
と
参
加
率
が
高
い
傾
向
に

あ
り
、
関
心
も
高
く
な
っ
て
き

た
。

問　

災
害
発
生
時
の
連
携
は
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
あ
っ
た
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
先
進

事
例
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

問　

自
主
防
災
会
へ
の
補
助
金

制
度
の
見
直
し
は
。

町
長　

現
時
点
で
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。
多
く
の
防
災

会
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
再
点
検

の
実
施
は
。

町
長　

町
で
管
理
し
て
い
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
三
珠
地
区

２
８
７
基
、
市
川
大
門
地
区
４

７
７
基
、
六
郷
地
区
２
０
７
基
、

県
の
管
理
１
０
６
基
で
あ
る
。

　

異
常
が
発
見
さ
れ
た
事
例
は

そ
の
都
度
、
維
持
修
繕
を
行
っ

て
い
る
。

　

先
般
の
老
朽
化
に
伴
う
転
倒

事
案
を
受
け
、
緊
急
点
検
を
行

い
、
連
絡
の
あ
っ
た
危
険
個
所

１
件
の
対
応
を
し
た
。

一
般
質
問

自
主
防
災
会
の
現
状
と
今
後
は

―
―

町
内
全
域
で
結
成
さ
れ
て
い
る―

―

髙
尾　
　

貫 

議
員

平成2９年11月１日発行　第4９号 10

高田地区防災訓練

丹澤　　孝 議員

――新設計画が
　　　先行したため町対応となった ――

いちかわみさと議会だより11

一
般
質
問

保育所の解体工事は県ですべきでは

問　

市
川
保
育
所
の
解
体
工
事

費
は
、
県
負
担
で
求
め
る
べ
き

で
は
。

町
長　

町
で
は
町
民
会
館
等
と

同
様
に
、
県
で
の
解
体
を
要
求

し
て
き
た
が
、
峡
南
地
域
新
設

高
校
整
備
の
計
画
前
に
、
保
育

所
移
転
計
画
が
あ
り
、
町
で
解

体
す
べ
き
で
、
県
で
は
対
応
で

き
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

問　

町
民
体
育
館
に
設
置
さ
れ

て
い
る
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

事
務
局
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

新
体
育
館
完
成
ま
で
の

間
、
花
火
資
料
館
二
階
会
議
室

を
移
転
先
と
す
る
。

問　

児
童
館
事
業
の
現
行
施
設

の
、
12
月
か
ら
１
ヵ
月
間
の
対

応
は
。

町
長　

市
川
大
門
児
童
館
、
学

童
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
30

年
１
月
新
児
童
館
完
成
ま
で
、

八
幡
集
会
所
を
借
用
し
実
施
す

る
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

新
児
童
館
か
ら
新
保
育
園
完
成

後
移
転
す
る
。

問　

今
後
「
中
央
公
民
館
」
の

位
置
づ
け
や
、
役
割
を
ど
の
よ

う
に
設
定
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

町
民
会
館
で
行
っ
て
き

た
、
各
地
区
公
民
館
へ
の
総
括

的
な
連
絡
調
整
機
能
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
生
涯
学
習
課
で

行
っ
て
い
く
。

　

八
乙
女
自
治
公
民
館
は
、
旧

市
川
中
体
育
館
跡
地
の
職
員
駐

車
場
を
予
定
地
と
し
、
完
成
ま

で
役
場
本
庁
舎
の
会
議
室
使
用

と
す
る
。

問　

地
域
防
災
計
画
で
の
、
工

事
期
間
中
の
指
定
避
難
所
の
代

替
は
。

町
長　

近
隣
で
は
市
川
高
校
文

化
創
造
館
・
体
育
館
・
格
技
場

が
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
全
体
で
は
、
体
育
館
・
町

民
会
館
を
除
い
て
も
想
定
避
難

人
数
は
収
容
で
き
る
避
難
所
規

模
で
あ
る
。

「市川大門児童館」建設地（旧なかごみ跡地）

市川大門児童館建設地（旧なかごみ跡地）

八乙女自治公民館建設予定地（旧市川中学校体育館跡地）



問　

職
員
採
用
試
験
の
一
次
試

験
と
二
次
試
験
の
内
容
は
。

町
長　

一
次
試
験
で
実
施
さ
れ

る
教
養
試
験
・
事
務
適
正
検
査
・

一
般
性
格
診
断
検
査
と
、
二
次

試
験
の
論
述
試
験
は
、
県
町
村

職
員
統
一
試
験
委
員
会
に
よ
り

実
施
・
採
点
さ
れ
る
。

問　

一
次
試
験
の
合
格
と
な
る

基
準
は
、
ど
の
様
に
定
め
て
あ

る
の
か
。

町
長　

一
次
試
験
の
合
否
点

は
、
採
点
結
果
に
基
づ
き
、
採

用
予
定
人
数
及
び
、
全
国
平
均

点
・
県
平
均
点
等
を
考
慮
し
決

定
し
て
い
る
。

問　

二
次
試
験
の
面
接
は
、
ど

の
様
な
基
準
の
も
と
で
、
ま
た

メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

町
長　

協
調
性
・
積
極
性
・
堅

実
性
・
総
合
（
保
育
士
は
実
技

試
験
あ
り
）
の
評
定
項
目
に
よ

り
、
町
長
及
び
町
の
幹
部
職
員

３
名
で
実
施
し
て
い
る
。

問　

最
終
決
定
は
ど
の
様
に
決

定
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

二
次
試
験
修
了
後
の
最

終
合
格
者
の
決
定
は
、
一
次
試

験
、
二
次
試
験
の
総
合
評
価
に

よ
り
決
定
し
て
い
る
。

問　

受
験
者
の
年
齢
資
格
条
件

は
ど
の
様
に
定
め
て
あ
る
の
か
。

石
原
総
務
課
長　

各
町
村
統
一

で
あ
る
。
事
務
職
１
、
２
・
管

理
栄
養
士
・
保
育
士
・
保
健
師

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件

が
あ
る
。

問　

臨
時
職
員
の
採
用
試
験
の

内
容
と
、
年
齢
資
格
条
件
は
。

総
務
課
長　

試
験
方
法
は
、
各

担
当
課
で
書
類
審
査
、
面
接
と

な
っ
て
お
り
、
年
齢
は
受
験
時

に
64
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
あ
る
。

問　

臨
時
職
員
か
ら
正
職
員
の

採
用
条
件
は
。

総
務
課
長　

通
常
ど
お
り
、
採

用
試
験
を
受
験
し
、
合
格
し
た

者
が
採
用
と
な
る
。

一
般
質
問職

員
採
用
方
法
は

―
―

厳
正
か
つ
適
正
に
実
施
し
て
い
る ―

―

笠
井
雄
一 

議
員
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問　

町
内
で
は
現
在
三
珠
線
、

山
保
線
、
六
郷
線
、
六
郷
循
環

の
４
ル
ー
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
乗

車
率
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
運

行
体
系
の
見
直
し
は
。

町
長　

三
珠
線
の
乗
車
率
は
１

台
あ
た
り
０
・
９
人
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
町
内
公
共

交
通
施
策
の
検
討
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
券
の
更
な
る
活
用
な
ど

地
元
タ
ク
シ
ー
業
者
と
の
協
議

も
行
い
た
い
。

　

ま
た
、
山
梨
県
が
推
進
す
る

山
梨
県
バ
ス
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
再
生
計
画
と
の
整
合
性
も
含

め
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
で
は
現
在
福
祉
政
策
と

し
て
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
し
て

い
る
。
交
通
施
策
と
し
て
の
タ

ク
シ
ー
券
活
用
な
ど
の
方
策

は
。

一
瀨
企
画
課
長　

現
在
＊
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
者
は
約
７
０
０

名
で
あ
る
。
今
後
は
高
齢
者
増

に
よ
る
交
通
弱
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
具
体
的
検
討
を
進

め
た
い
。

問　

地
場
産
業
で
あ
る
花
火
、

和
紙
、
印
鑑
の
資
料
館
を
１
ヵ

所
に
集
約
し
た
「
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
」
の
新
設
を
。

町
長　

観
光
ル
ー
ト
や
規
模
を

考
慮
し
た
適
地
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。
効
果
的
な
施
設
の
在

り
方
等
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
資
料
館
等
の
施
設
に
つ

い
て
、
展
示
方
法
の
改
善
な
ど

に
よ
り
魅
力
を
高
め
る
取
組
み

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

林
商
工
観
光
課
長　

印
章
資
料

館
の
一
部
作
品
を
東
京
国
立
博

物
館
に
貸
出
中
で
あ
る
。
作
品

価
値
を
引
き
出
す
展
示
と
な
っ

て
お
り
、
高
い
価
値
を
持
つ
作

品
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
面
の
課
題

は
あ
る
が
、
展
示
方
法
の
改
善

に
向
け
学
芸
員
と
の
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

いちかわみさと議会だより13

一
般
質
問

宮 崎 博 巳 議員

コミュニティバスの運行体系の見直しは

――タクシー券活用の拡充を含め検討する。――

＊
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

医
療
機
関
へ
の
通
院
な
ど
日
常

生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
、
夕
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
初
乗
料

金
を
助
成
す
る
制
度
。

　

88
歳
以
上
や
身
体
障
害
者
手
帳

の
１
級
、
２
級
の
方
な
ど
を
対
象
。

　

申
請
に
よ
り
、
利
用
券
が
12
ヵ

月
24
枚
を
単
位
と
し
て
交
付
さ
れ

る
。

コミュニティバス
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議会傍聴におでかけください
次回定例会は12月に予定されています。

　傍聴の定員　本会議　３０人  委員会　８人

◆９月定例会の傍聴実績（のべ人数）

   本会議　19人  委員会　4人

◆会議録検索システム利用件数

   平成２９年１月から9月まで 2,454件

◆お問い合わせ　　議会事務局　TEL 055-272-1108

議会広報Ｎｏ４９　モニター通信議会広報Ｎｏ４９　モニター通信

　9月 27日 ( 水曜日 )午後 7時より、議会広報モニター会議が開催されました。
　有泉議長より、日頃の議会広報について意見・提言を頂いていることに感謝とお礼の言葉が
ありました。
　意見交換では、議会と町民の皆さんがより近くなり、町民の皆さんに親しまれる議会広報と
なるよう心がけていくなどの意見集約がされました。

　モニター様よりいただいた主な意見

★ どんな条例が制定され、改正されたのか概略が解りました。
★ 良くまとめてあるが、数字の表記が縦書きなので難しいと思う。印刷業 
　 者と相談して工夫をしてほしい。
★ 各地区の施設について名称だけでも注釈を加えてほしい。
★ 「みんなのページ」に子どもたちの写真が載っていると記念に保存して
　 いる。 議会だよりの中も目を通してもらえる。
★ 「みんなのページ」は、集合写真でなくてプレーしている写真がほしい。
★ 専門用語については、注釈説明があると解りやすい。

全国町村議会研修会参加（９月28日）

（
反
対
）
一
瀬
正
議
員

一
般
会
計

・
新
保
育
園
園
舎
建
設
地
は
適

地
で
な
い
。
新
園
舎
建
設
関

連
費
支
出
に
反
対
。

・
病
院
統
合
に
は
当
初
よ
り
反

対
し
て
き
た
。
現
行
経
営
で

は
市
川
三
郷
病
院
の
存
続
を

危
う
く
す
る
。
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
企
業
団
へ
の
出
資

金
・
貸
付
金
等
負
担
に
反

対
。

介
護
保
険
特
別
会
計

・
介
護
保
険
制
度
は
低
所
得
者

対
策
が
欠
け
て
お
り
制
度
に

反
対
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
高

齢
者
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
差
別
す
る
制
度
で
あ
り

反
対
。

条例の一部改正 結果  

補正予算（一般会計・特別会計）  結果

認定 結果

請願 結果

その他議案 結果

（
賛
成
）
三
神
貞
雄
議
員

一
般
会
計

・
新
保
育
園
舎
建
設
は
老
朽
化

対
策
と
し
て
の
統
合
新
設
で

あ
る
。
安
全
安
心
な
保
育
施

設
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り

賛
成
。

・
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

関
連
は
、
地
域
完
結
型
医
療

機
能
の
提
供
な
ど
経
営
安
定

化
対
策
と
し
て
必
要
な
支
出

で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

・
制
度
の
趣
旨
に
添
い
、
「
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
中
心
に
取
り

組
ん
で
お
り
賛
成
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
高
齢
者
の
医
療
と
支
え
手
と

な
る
現
役
世
代
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
必
要
な
制
度
で

あ
る
。

賛
成
14
反
対
１

◆（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

町
立
図
書
館
建
設
基
本
計
画
及

び
町
民
体
育
館
建
設
基
本
計
画

に
つ
い
て（

反
対
）
笠
井
雄
一
議
員

　

峡
南
北
部
高
校
統
合
に
伴

う
、
町
有
地
提
供
と
新
施
設
建

設
に
関
す
る
議
会
承
認
手
続
き

が
不
十
分
で
あ
り
反
対
。

賛
成
12
反
対
３

人　
　
　

事

○
公
平
委
員

　

島
田
基
樹
氏
（
上
野
）

第3 回定例会（９月１日～１５日）審議結果

いちかわみさと議会だより15

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定



　

各
地
の
保
育
園
（
所
）、
小
学
校

で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
盛
大
に
事

故
も
な
く
行
わ
れ
た
様
子
を
耳
に
し

安
心
し
た
。

　

小
生
も
近
く
の
保
育
園
、
小
中
学

校
へ
出
向
き
子
供
達
の
表
現
力
の
豊

か
さ
と
成
長
の
早
さ
に
驚
い
た
。
孫

達
の
成
長
に
合
わ
せ
自
分
の
歳
を
取

る
の
も
忘
れ
手
を
叩
き
応
援
し
た
。

　

今
月
か
ら
町
の
公
共
施
設
が
使

え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
新
し
い

施
設
の
早
期
竣
工
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
。
皆
で
活
用
し
魂
を
入
れ

て
い
こ
う
。

　
　
（
記　

市
川
）

  

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

高　

尾　
　
　

貫

　

副
委
員
長　
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也
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みんなのページみんなのページ

市川三郷バレーボールスポーツ少年団
　長い歴史を受け継ぎ、市川三郷バレーボールスポーツ少
年団は、現在 8 名の男女混合で活動を行っています。全国
大会にも出場する強豪です。
　先輩方からは、市川小・中の児童会長　生徒会長等多数
輩出し、積極的に何事にも取り組む子供達の育成を心掛け
ています。また、バレーボールの技術だけでなく、挨拶・
礼儀・仲間の大切さ等、人間として成長し学べるように関
わりを大切に活動に取り組んでいます。
　　　活動日　水曜・金曜・土曜　18時 30分～
　随時体験希望者募集中！
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